
ここが聞きたい 般一 質 問

6田原市議会だより 第96号（2025年1月）

動画へ
GO

※ＨＰＶ
ヒトパピローマウイルス（Human papillomavirus）の
略。子宮頸がんなどの原因となるウイルス感染症のこと。

※ラーケーション
ラーニング（学習）とバケーション（休暇）を組み合わ
せた造語で、公立の小中学校と高校などで平日に年間3
日の休みが取れるという取り組み。保護者との校外学習
をするために設けられるもので、欠席扱いにはならない。

問 	 本市のオーガニック給食の現状は。
答 	 市内の有機農法等に取り組む団体と、有機農産物

を給食の食材の一部で使用するよう意見交換が始
まっている。

問 	 有機JAS認証ではなく、生産方法に応じて分類し、
給食に使用する農産物を市独自で認定する必要性
等を探るため、協議会を設置するなどして検討し
ていく考えは。

答 	 現時点では考えていないが、オーガニック食材使
用についても可能性を探っていく。

問 	 オーガニック食材を購入する際の価格を給食費に
上乗せしないような措置は取れるのか。

答 	 現在、給食費一食当たり小学生20円、中学生40
円を急激な物価高騰対策として市が負担してい
る。限られた予算の範囲内で給食を提供するため、
保護者負担についても検討していく必要がある。

問 	 農産物を給食センターに直接搬入することは生産
者の負担があるため、集荷や配送などの物流の仕

オーガニック給食の取り組みについて
組みを整備する考えは。

答 	 原則、直接納入をお願いしているが、食材納品の
仕組み等もさまざまな課題の一つとして研究して
いく。

問 	 オーガニック食材の生産現場として、遊休農地を
活用する場合の課題をどのように捉えているのか。

答 	 耕作可能な農地にするためにはコストがかかるこ
とや、周囲の農地からの農薬の飛来防止の措置、
逆に周囲に対して病害虫の被害を与えないよう配
慮するなど、それぞれの農業者がお互いの農業を
理解し、十分な対策を取ることが必要である。

有機食材の一部使用について意見交換が始まっている

本市のオーガニック給食の現状は
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ここが聞きたい

一般質問
一般質問とは、議員が自身の考えや市民の皆さんの声をもとに市
の行財政全般について方針や執行状況などを質問することです。


